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平成２１年１月１６日 

 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会 

 
 

 現在の高等学校で国重文指定の校舎を持つ学校は５校あります。それらは，

本校と前号で取り上げた本県の太田第一高等学校の旧講堂のほか，福島県立

安積高等学校，富山県立南砺総合高等学校福野高等学校，岡山県立津山高等

学校の旧本館です。いずれも，水海道一高の同窓生や地域の人々が，外観を旧

水海道中学校の講堂に模して建設されたセミナーハウスに感激し愛着と誇り

を持っているように，それぞれにおいて創立期以来の学び舎に限りない愛着

を持ち,保存に尽力し現在に至っています。今回は富山県の福野高校「巖浄閣」

を紹介しましょう。 

           旧富山県立農学校本館 

                                                

 

 

 

                                   

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 

 旧水海道中学校講堂 

 
                                     巖浄閣玄関屋上のゲーブル（屋根飾り） 

 
     

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

 

旧
富
山
県
立
農
学
校
本
館
「
巖
浄
閣
」 

明
治
の
宮
大
工
が
設
計
・
施
工
し
た
洋
風
建
築 

   

南
砺
総
合
高
校
は
，
平
成
17
年
４
月
、
南
砺

市
（
砺
波
平
野
に
位
置
）
に
あ
る
富
山
県
立
高

校
４
校
が
連
携
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
中
の
１

校
、
福
野
高
校
に
、
平
成
９
年
５
月
、
国
か
ら

指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
旧
富
山
県
立
農
学

校
本
館
「
巖
浄
閣
」
が
あ
る
。 

 

富
山
県
立
農
学
校
は
、
明
治
34
年
10
月
母
体

で
あ
る
富
山
県
簡
易
農
学
校
（
明
治
27
年
創

立
）
を
改
称
・
創
立
さ
れ
た
。
簡
易
農
学
校
は
、

天
保
９(1838)

年
砺
波
郡
の
素
封
家
、
島
家
に

生
を
受
け
た
巖
氏
の
献
身
的
活
動
を
基
に
誕
生

し
た
。
氏
は
砺
波
地
方
の
産
業
育
成
に
は
、
人

材
養
成
機
関
と
し
て
の
農
学
校
設
立
が
緊
要
で

あ
る
と
し
て
、
早
く
か
ら
県
当
局
や
地
方
有
力

者
に
熱
心
に
説
き
続
け
て
い
た
。 

し
か
し
病
魔
に
お
か
さ
れ
再
起
不
能
を
知

り
、
農
学
校
を
建
設
し
て
欲
し
い
と
遺
言
し
、

資
産
の
大
部
分
を
県
令
に
遺
贈
、
明
治
12
年
、

42
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
氏
の
遺
志
は
地

方
有
志
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
熱
心
な
運
動
に

よ
っ
て
、
15
年
後
に
結
実
し
た
。 

富
山
県
立
農
学
校
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
廃

校
と
な
っ
て
い
た
小
学
校
の
教
場
を
利
用
す
る

な
ど
校
舎
に
は
不
自
由
し
て
い
た
。

 

明
治
36
年
４
月
、
高
燥
・
眺
望
に
恵
ま
れ
た
新

天
地
に
、
和
洋
折
衷
木
造
二
階
建
て
の
本
館
と
左

右
両
翼
に
平
屋
建
の
教
室
棟
か
ら
成
る
新
校
舎
が

竣
工
し
、
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

新
校
舎
を
設
計
し
施
工
し
た
の
は
、
地
元
の
宮

大
工
藤
井
助
之
丞
氏
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
に
お

け
る
民
間
の
建
築
技
術
の
水
準
の
高
さ
が
い
か
な

る
も
の
か
推
測
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
本
館
こ
そ

が
、
巖
浄
閣
と
名
付
け
ら
れ
る
学
び
舎
で
あ
る
。

昭
和
43
年
新
校
舎
建
築
の
た
め
、
二
階
建
て
本

館
部
分
を
現
在
地
に
修
復
・
移
築
し
た
。
そ
れ
を

機
に
同
本
館
を
島
巖
氏
に
感
謝
し
、
氏
の
先
見
と

遺
徳
を
讃
え
「
巖
浄
閣
」
と
命
名
さ
れ
た
。 

 

 
 

建
物
の
様
式 

  
本
校
旧
本
館
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
あ
る
が
、
こ

の
建
物
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
で
あ
る
。
木
造
下
見

板
張
り
ペ
ン
キ
塗
り
、
上
げ
下
げ
窓
の
西
洋
建
築

の
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
と
し
、
玄
関
ポ
ー
チ
部
分
は

建
物
か
ら
突
出
し
て
い
る
。
そ
の
上
方
は
ベ
ラ
ン

ダ
と
な
っ
て
い
て
、
二
階
の
壁
面
は
ま
っ
す
ぐ
に

通
っ
て
い
る
。
ポ
ー
チ
上
の
窓
だ
け
が
ギ
リ
シ
ア

風
の
飾
り
窓
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
方
の
二
階
屋
根

に
特
徴
の
あ
る
ゲ
ー
ブ
ル
（
飾
り
屋
根
）
が
の
っ
て
い

る
。
玄
関
の
開
き
扉
の
上
は
半
円
形
の
欄
間
と
な
っ

て
い
る
。 

縦
長
な
上
げ
下
げ
窓
や
外
壁
の
下
見
板
張
り
、

復
元
さ
れ
た
正
門
の
門
柱
な
ど
、
わ
が
旧
土
浦
中

学
校
に
共
通
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。 

 

保
存
と
活
用 

 

 

平
成
９
年
、
国
か
ら
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成
14
年
に
保
存
修
理
が
始
ま
り
、
17
年

８
月
に
完
工
し
、
正
門
も
復
元
さ
れ
、
建
築
当
時

の
姿
を
現
し
た
。 

 

移
築
後
、
「
島
巖
記
念
室
」
ほ
か
展
示
室
な
ど

を
設
け
、
生
徒
の
利
用
に
も
供
し
て
い
た
が
、
現

在
で
は
「
富
山
県
立
美
術
館
移
動
美
術
展
」、「
特

別
企
画
展
」、「
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
」
な
ど
、
外
部

に
向
け
て
も
多
様
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活

用
に
は
「
保
存
活
用
委
員
会
」
が
当
た
っ
て
い
る

が
、
地
域
は
勿
論
県
レ
ベ
ル
で
の
保
存
と
活
用
が

な
さ
れ
、
文
化
活
動
上
、
重
要
な
拠
点
の
役
割
を

担
う
に
至
っ
て
い
る
。 

 
 

《
宝
の
持
ち
腐
れ
》
に
し
な
い
た
め
に

 

  

全
国
に
は
、
文
化
財
の
指
定
こ
そ
受
け
て
い
な
い
が

草
創
期
の
校
舎
を
有
す
る
高
校
は
数
多
く
あ
る
。
移
築

改
装
し
て
記
念
館
・
資
料
館
・
現
役
教
場
と
し
て
保

存
・
活
用
し
て
い
る
例
が
多
い
。 

重
文
指
定
の
校
舎
で
は
、
通
年
一
般
に
公
開
さ
れ
て

い
る
前
述
の
「
巖
浄
閣
」
や
郡
山
市
の
郷
土
博
物
館
と

し
て
開
館
し
て
い
る
安
積
高
校
旧
本
館
は
、
既
に
大
が

か
り
な
解
体
修
復
を
済
ま
せ
、
文
化
財
と
し
て
の
在
る

べ
き
姿
を
確
立
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

本
校
旧
本
館
は
、
限
定
的
な
公
開
に
止
ま
り
、
活
用

面
で
も
ま
だ
ま
だ
の
感
が
あ
り
、
建
物
の
保
存
・
活
用

に
な
お
一
層
の
創
意
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。 

旧
土
浦
中
学
校
本
館
は
、
他
の
重
文
校
舎
と
比
べ
て

も
決
し
て
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
掛
け
値
な
し

に
第
一
級
の
文
化
財
校
舎
で
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
家

の
調
査
で
、
眼
に
見
え
な
い
建
物
内
部
に
か
な
り
の
老

朽
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け

ば
近
い
将
来
、
間
違
い
な
く
朽
ち
果
て
て
し
ま
う
。
何

と
し
て
も
全
面
的
な
解
体
復
元
修
理
に
よ
る
保
存
こ

そ
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
同
窓
生
、

地
域
の
人
々
や
県
や
国
の
理
解
と
支
援
が
必
要
で
あ

る
。


